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日本とオーストラリアの小学生における食生活の研究

○野村真利香　 吉中哲子（ 日本女大 ）

【目的】現時点で世界1位の長寿国日本と、次いで2 位であるオーストラリアの2 国に

ついて、小学生における日常食の実態を電子調査方法で調査し、食生活の問題点を

検討することを目的とした。

【方 法】日本の小学校４校、オーストラリアの小学校2 校の9 歳～12 歳の児童283 名

を対象に、朝食･夕食･おやつについての食事調査(喫食率、摂取食品群、喫食場所、

喫食時間帯、共食者)を行った。質問紙を大学のウェブサイト上に載せ、担任の下で

回答後、返信してもらう電子調査方式と、日本では一 部同じ内容を紙上調査方式で

行った。集計はＥＸＣＥＬで、統計分析はSPSS を用いて実施した。

【結果】日本は、朝食･夕食ともに1人当たりの摂取食品の種類 がオーストラリアより多

かった他、ｊ三1本では全体として動物性食品群の摂取率が多く、いずれも有意差がみら

れた。おやつに関しては、日本はおやつを1人で食べる子どもがオーストラリアに比べ

て多く、｢飴･チョコレート類｣ 、｢清涼飲料水｣、｢氷菓子｣など、オーストラリアでは｢果

物･ 野菜｣、｢乳製品類｣ 、｢スナック菓子｣、｢洋菓子類｣の摂取が多く、それぞれ有意

差がみられた。またおやつの喫食時間帯、喫食場所についても違いがみられた。
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北タイの3 地域における児童･生徒の間食選択とライフスタイルについて
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【目的】 近年，タイは経 済化 ，情報化 の進展により，人々の生活 は伝統的なものから，先進国 に

共通した生活へと変容しつつある.しかし, 都市部と地 方とではかなりの違いがある. 発表者らは，

1997 年より北クイの都 市部，郊 外の町, 農 村の村で, 児童･ 生 徒の間食選択の地域差を明らか

にし, 差が生じる要因を経済，情報，社会･ 文化の視点で分析してきた．

本研 究では，地 域差は時 間の経過を反 映するという仮説 のもと, 人や物 の流れに沿った3 地域

を新たに設 定し, 児童･ 生徒の間食選択とライフスタイルの実態と変容の方向性を検討 する.

【調査方 法】2000 年 ８月，小5, 中2, 高2( 合計531 人)を対象に, 質 問紙･ヒヤリング･観察･文

献 調査をチェンマイ(都市部) ，サムーン(農村部), ボーケーオ( 山村)で実施した.

【結果】①就寝時刻 が都市部ほど遅い. ②IB の食事数は3 回で, 食事の時間帯も地域差はな

い．しかし, 都 市部ほど朝食 の欠食率 が高く，特に太ることを気にすることは都 市の女 子( 中2) で

高い. ③間食 の摂取頻度 は都 市部が高い. ④間食選択の基 準は, 各 地域で衛生的，品質のよ

いもの，体によいものが高い．しかし，山村では価格の安いもの，量 が多いものが, 都 市部では，

流行しているものが他の地域より高い. ⑤新しい商品の購買 行動については, 都市部で｢真っ先

に購入 する｣や｢ 友人が購入したら｣などが認 められるのに対して，地方では｢ 関 心がない｣ や｢ 関

心はあるが購入できない｣ が顕著 に高い．⑥テレビ, ラジオなどに接 する時間について地域 差は

ないが, 情報機器の保有率は都 市部が高い．
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